
 

計算書類に対する注記 

 

1．重要な会計方針 

（１）固定資産の減価償却方法は、定率法によっている。 

（２）消費税の会計処理は、税込経理方式によっている。 

 

２．基本財産の増減額及びその残高 

科    目 前期末残高 当期増減額 当期末残高 

定期預金 55,070,000 0 55,070,000 

合    計 55,070,000 0 55,070,000 

     

３．特定資産の増減額及びその残高 

科     目 前期末残高 当期増減額 当期末残高 

研修事業充実引当資産 9,000,000 0 9,000,000 

社会貢献活動引当資産 5,000,000 0 5,000,000 

支部活動充実引当資産 3,000,000 0 3,000,000 

役員退職慰労引当資産 0 400,000 400,000 

合     計 17,000,000 400,000 17,400,000 

 

４．固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高 

科    目 取得価格 減価償却累計額 当期末残高 

構 築 物 269,028 269,027 1 

車  両 1,328,950 1,328,949 1 

什器備品 1,292,830 1,145,447 147,383 

合    計 2,890,808 2,743,423 147,385 

 


